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深海調査研究船「かいれい」により西フィリピン海盆の中心に存在する北西･川東の走行で

発違するセントラルベイズンフォルトの北側の３点でピストンコアリングを行った。３本の回

収された堆積物の主岩相は生物擾乱の見られる赤色粘土で粘土砿初，石英と火山ガラスを含ん

でいる。 コアの上位からそれぞれ5.5m ，6.4m.3,5m に砂サイズの粒度の固砧度の良い数cm

の層が観察される。 半飼したコアの帯磁率と色蓬測定を連続的に行ったところ。圃結層では帯

磁率が顕著に島いピークが見られた。 また磁気層序の予察｡的検肘を行ったところP-3 のコア

ではこの岡結層がPlio-Pleistocene境界付近の年代に当たる可能性が高いこ とが分かった。
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Lithology and chronology of pelagic sediments

obtained in West Philippine Basin during KR98-01
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Sediments  were  recovered  in the West  Philippine  Basin, during  KJ?98≫01 cruise. The  dominant

lithology  5$ rod  colored  pelagic  clay, in which  burrows  are  visible. Hard  layers are observed  in

each  cores, which  are  a /ew  cm  thick layer  and  characterised  by  consolidated  sediments  which

was  mainly  consist of sill and  clay with  some  l-2mm  size black  particles. These  horizons  show

remarkable  peaks  on the magnetic  susceptibility records, layers arc in 349-352cm,  640-644cm  and

54344?cm  sub-boltom  depth  respectively  in these  core.  Prelimiriaiy results of paleomagnetic

investigation  on cores  show  that age  of hard  Inyers occured  around  Plio-Plelstocene.

Key  words:  Rod  colored  pelagic  clay. Hard  layers, palcomagnetict,  ARM.  Magnetic  suscept*

ibility, Irequcncy  dependence.

1. はじ め に

1998 年の１月６日から27 日の間，海洋科学技術センタ

ーの深侮調査研究船｢ かいれい｣ によりパルセベラ海盆，

西フィリピン海盆セントラルペイズンフォルト地域にお

いて地形調査，地球物理観測，岩石・堆積物の採取，ネ

ットによるプランクトン採取及び採水が行われた(KR

98-01)。この航海の|｢l｣にピストンコアリングを５地点で

行った。パルセベラ海盆において2点，丙フ ィリピン海

盆の中心に存在し北西一南東の走行で発達するセントラ

ルベイズンフ ォルトの北側で3 点のピストンコアリング

を行った( 表1 及び図1) 。その結果，非常にユニークな

岩相のコアが採収されたので報告したい( 図2) 。またド

船後のこれらのコア解析の結果も簡単に紹介する。

2. 目　　 的

海洋プレートの中でもフィりピン洵プレー|･は非常に

複雑な罷違遇程をしてきたと考えられている特異な淘盆

である。このフィIJピン海プレートの梢造を明らかにす

るため，地形調査，地球物理観測，岩石・堆積物の探取，

ネットによるプランクトン採取及ぴ採水が行われた（K

R98･-01 ）。特に南に広がるパルセベラ海盆，襾フ ィリ

ピン海盆に焦点が?jiてられた。

この航海IIりこ，パル七ベラ海盆で2 本のコアか，また

西フィリピン誨盆では３本のコアが採収された。 パルセ

ベラ海盆では雁行地形が発逑した鵬所で採取された。－・

方セントラルベイズンフォルト地域では北西方向にリッ

ジートラフ構造が発達した場所でコアの採収が行われた

(130 °Ｅ線にil つて３本ピ ストンコアリングが行われた

か地形的ギャップ がこのラ,f ンで20' Ｎ付近にある；本

号のFiqioka et al･, を参照)。

本研究においては環境変動のプ ロキシーとしてilUIさ

れつつある磁気解析によ９てフ ィljピ ン海の環境変動史

を知ることを目的とした。 環境磁気学はサンプ ルを非賍

壊で迅速に磁性鉱物の量や粒度を推定できるという環境

変動のプロ キシーとして優れた特徴を持ってお り近年，

注|｡|を集めている。こういった力法により， より広域的

な環境時間変動が;nえるようになってきた。

研究地域にはいわゆる赤色粘･|こが広く分布している。

赤色li llは徴化衣をほとんど含まない遠洋性納上で，北

太･F洋，鹵太ヽ|え洋の人深度に広く分布している(Davies

and Gorslinc, 1976) 。 この赤色11.1この磁化に関しては

1970 年代から研究がなされ，特にその磁化が逃去の地球

磁鳰を正しく記憶しているかどうか，安定一不安定性に

ついて議論されて きた。赤色払|:が捐っている磁化は初

/|ｼ磁化とＭなされる安定な健化もあるが不安定な磁化を

持つ 赤色粭I: もある。こ の不安定な原因はＶＲＭ 起源の

ものだと考えられている(Yamazaki and Katsura, 1990 な

ど}。今までの研究によるとおよそ2541万年前から氷川・

ａｌ ビストンコフ･j冫ダのla置，深度採取されたコ７のりカバりー
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図I KR  98-01でビストンコアリングを行ったロケーシ９ン

川2 KR9801 で採収されたコアの岩相
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問 氷期のサイクルがはっきりしは じめ海底堆積物の中に

もそ の影響 が兇られる。それはエ オリアンフラックスの

増加とその粒度サイ ズの増加が鮮新世後期(2.5Ma) から

認められる(Ｊａｎｅｃｅｋ,1985など)。 また更新世以 降氷期と

間氷期でそ の差が大きくなったとされている。

3. 使用されたピストンコアシステムの概要

深斑底のjl積物の採取に仙われたのはピストン式のコ

アラーである。今回使川されたのは「かいれい」船上装

伽の５ｍのアルミパイプをIF 位にしているもので5m ，

10  m, 15111と最大20m まで延艮･Ilj範である（図3）。Ｒ

さは状況に合わせて変えることができる。また深海研暁

部保有のものでステンレスパイプのI･llにインナーチュー

ブを入れコアIJングするタイプの物も使われた。これは

コアIJングと|･la時に堆積物111の熱流量を測定するために

作成されたものである。 長さには411。6m ，81､1のもの

がある（閥3）。ピストン式のシステムはパイロ･，卜とな

るコアラーと本体のコアラーが大秤の擂にワイヤーで接

続されている。これはパイロ･y卜が先に海底111に着底す

ることで人肝が助き。その結米卜IJガーがはずれ本体コ

匐7
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頤3 ピストン式コアラーの概略

アラーが自由落下するものである。こうすることによっ

て本体は安定して垂直に海底町にささる。この時に本体

内部のピストンが相対的に堆積物を引っ張り上げる注射

器のピストンの役割をし効果的に堆秘物をパイプ内部に

入れることかできる。海面から上手くピストンが始助す

るためには，各ワイヤーの長さをきっちり針算しておぐ

必喫かある。基本的なオペレーションはピストンコアラ

ーを海底而上100m 程皮まで繰り出す。そこでコアラー

が海底面に垂直にささるよう揺れを止めるために一旦巻

き小しを停止し，さらにゆっくりと巻き出す。船上の後

部操舵塞のテンションメーターでワイヤーの張力をモニ

タリングしていて，ピストンシステムが海底面に到違す

るとワイヤーの張力が急激に落ちる。これを確認し直に

ワイヤーの巻き上げを開姶し船上まで システムを棚収す

る。「かいれい」の地質火験室にはコア保存用冷蔵川，

岩石カッターがあり，船上で採収した地質試料を観察で

きるようになっている。この研究室に色差計，帯磁率計

（地鯛から持ち込み） を持ち込み船上でできるだけ処理

ができるようにした（畔和は本号の 池原ほかを参照さ れ

たい）。半割にされたコアはサンプリング用，保存川に

分けられ保存川は船上の冷蔵川に保存される。‘`

4. 堆禎物 の特徴

Ｐ-3(18 °07.8‘Ｎ,130'14.01E) ，Ｐ-4(17 ゛03.51N,130'

15.0'‘Ｅ)，Ｐ-5(20 °19.9N,130 °15.01E) の３点でピ ストンコ

ア リ ングを 行っ た。 そ れぞ れの ステ ー ショ ンの水 深は

5,863,5.880,5,786m であ った( 表1) 。 ピ スト ンコアIJ ン

グのパイプ長は８ｍで|,jl収された堆植物はそれぞ れ, 7.45,

7.46, 7.3in であ った。３本の回収 された堆積 物の 主岩411

は 生物擾 乱の見ら れる赤 色粘 土で粘 土鉱物， 石英 と少･111

の 火j｣|ガ ラスとまれに生物片 を含んで いる。 コア の上位

からそれぞ れ5.5  m, 6.4m,  3.5  mに 砂サイ ズの綻 度の閥

結啖 の高い数ｃｍ の層 が観察 され た。こ れに はマ ンガ ン

クラ ストの小片と見られるもの も含 まれてい る。船 上で

半創したコアの帯 磁半と色差測定を連続的に 行っ たとこ

ろこ の|絹紡 層では蜀 磁半が顕著に高いピー クが見 られた

(M4) 。 価磁率と色 差はそ れぞれ特 右な 変化を 見せ将 来，

時間軸の決定などに より。 より癩 かく コア同 の対比で き

る･Ilf能性がある。また含水 率を連続的に測 定したところ，

2鴟
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この固結層の上部では含水率が顕著に低いスパイクが見

られる。またその上部ではサイクリックな変助が見える。

これがなにに起因しているのか興味深い。 今後の大きな

テーマである（閥5 ）。

5. 磁 気 解 析結 果

柱 状 サ ンプ ルか ら プ ラ スチ ック の キ ュ ーブ で 迎 続 的に

堆 秋 物 を採 収 した 。 一つ ー つ の キ ュ ーブ の 磁化 の 安 定性

を吟 味 して コ アの 年 代 を 決 めた。 堆 積物 の 持つ 残 留 磁化

の安 定 性 を 吟 味 す る た め段 階 交 流i自磁 を 施 した （圜6 ）。

図 Ｘ に 示 し た の が そ の結 果 ， 推 測 さ れ る 年 代 で あ る 。

Ｐ- ３ の 一 部 の 駲 準で は ， 安 定 磁 化 が 認 め ら れな い 。 鵬

気刎 序 の 岐 討 をli つ た と こ ろ Ｐ-3 の コ ア で はla 結 層 が

Plio ， Pleisｌｏｃｅｎｅ 境 界付 近 の年 代 に 当 た るIll・ 性 か111,Sい

こ と か 分か っ た （Ｍ ７）。

Ｐ- ３ の コ ア に お い て ＡＲＭ ｛ 人|: 的 に 磁 化 させ た も

の｝ ，逗 磁 率 と そ の 刷 川 依 存 性 を測 定 し， 磁性 鉱 物 の粒

皮 変 化 を 見 て み た。ARM　 帯 磁 率は シ ン グ ル ド メ イン

から マ ル チ ドメ イ ンにか け ての いy 方体 の粒r･ と し て 考

え た と き０.05 μ ｍ 以|; の 純 度） の 磁 性鉱 物 がど の く らい

JAMS  I tC  J. Deep s ｅａ Ｒｅｓ.，14（1９981
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あるか知ることかできる。 また帯磁乖の周期依存性（こ

こでは周期に依存しないものを差し引いて袖正してあ

る）はスーパーパラマグネティズムの磁性鉱物（立方体

の粒子として考えたとき0.05μｍ以下の粒度）をモニタ

リングすることかできる。すなわち，ＡＲＭ ／帯磁率は

大きなサイズの磁性鉱物の変化を，帯磁串の周期依存性

は小さい粒度の磁性鉱物を見ることがで きる。Ｐ３のプ

ロファイル（図8）を比較すると表層から520cm までは

ＡＲＭ／帯磁率と帯磁率の周期依存性はおおよそ逆柑関

2 μ7

で 変 化 す る。 ‥一方固 結 層 の 川現 す る 層準(520 －

540cmb&0 では 大きい粒径のものと小さい粒径の物が急

激に増IIIするとい９た。｡.lつのパラメーターがIIr]I詞する

パターンと逆相関するパターンがある。 闘剥するパター

ンは大きな粒･rも小さな粒子も川えるという粒晩サイズ

がぱらつ いた 磁性鉱物が含まれて いること を示してお

り， また反対に逆相関するものは粒皮サイズが良く掴っ

た磁性鉱物が含まれていることを示しでいる。迦にl･il調

するパターンはλきな粒子も小さな粒子も増えるという

閥ｓ Ｐ ３にお|夕る･ａ磁やの闘踴依作t』=とAKM ｉ･巵.季￥j変化



粒度サイズがぱらついた磁性鉱物が含まれていることを

示している。

こ れはトランスボーテーションが磁性鉱物の粒度を淘

汰するもの かあるいはそうでないかを示していると説み

収ることができる。すなわちエ オリアン起源の粒子は空

中で運搬される際に粒度サイズの淘汰か起こるが，海水

中を迅搬されるものは淘汰機構が低いといったトランス

ポーテーションの違いが現れていると考えられる。

特に固結屆の 川現する層準（520-540cmbsf ）で急激

に粒子淘汰が悪くなることは海水中を運搬される堆積作

用があったことを示唆している。 前述したようにこの層

準は附北おおよそ300km に渡って山現し地蛾的な堆積概

排によったとは考えにくい。これは深層水循環が強化さ

れ底層流による侵食や再堆積するいわゆる深海底ハイエ

タスが起こった亊を示唆している。

6. ま　と　め

採取されたコアの平均の堆積速度は数xｌｍ/Ｋyr.であ

る。これら３本のコアに見られる固結層や 磁気的特性|二

見られる礎化はフ４りピン海深屑での環境変動を記録し

ている考えらる。こういった各サイトにおける物性の変

化は各サイトの同にはり７ ジトラフ構造のような地形的

隔たりがあり局地的な堆積作用によって起こったもので

はないことは明らかである。

特に固結刑はハイエ タスの可能性がありこの地域の環

墳変助を考えるうえで重要であろう。
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